
当研究所の機関誌「RIVER FRONT」が発刊か
ら 100 号を迎えました。読者の皆様のこれまでの
ご支援に改めて感謝いたします。

この間、私たちの理念とビジョンに沿った様々
なテーマを取り上げて皆様にお届けしてまいりま
した。

ここで改めてリバーフロント研究所が掲げる
ミッションをお示ししておきます。

ミッション　『河川・流域・水辺をいままでより良
くして次世代に残す』
河川・流域の治水・自然環境・生態系、水辺の

にぎわい、さらには健全な水循環系の視点から、こ
れからの社会のあり方や価値観を提案し、その実
現に向けた課題を見出し、施策提言・研究・技術
開発・普及啓発などの活動を通じてその解決を図
るとともに、現場実践、多様な主体との連携・協
働を通じてスタンダードをつくり社会実装させる

そのために目指すビジョンは『安全で豊かな河川
と水辺、にぎわいのある地域づくり』であり、具
体的には
①ネイチャーポジティブ
～治水と環境・生態系のWIN‒WIN 関係を構築し、
環境が地域の活力のエンジンとなる社会システム
を目指す
②シビックプライド
～河川・水辺に品確のある伝統・文化と美しい自
然景観・街並みを育み、住む人が誇りを持てる地
域社会を目指す
③ウェルビーイング
～安全安心で、自然環境に恵まれ、水辺ににぎわ
いのある、活力ある幸せな社会を目指す

このような私たちリバーフロント研究所の理念
に沿って私たち自身が活動するとともに、このこ
とを広く読者の皆様にお伝えし同じ価値観を持つ
人たちを増やしたい、そういう思いで「RIVER 
FRONT」をお届けしています。そして、なにより
川とその自然環境・生態系、またそれらが育んで
きた地域の伝統や文化への敬意と愛情、そうした
思いをさらに広げていきたいと思います。

これまでの「RIVER FRONT」の役割を振り返
ると、多自然かわづくり、かわまちづくりなど河
川と水辺にまつわるテーマを伝え続けてまいりま
したが、昨年国土交通省でなされた「生物の生息・
生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び

流域全体としての生態系ネットワークのあり方」
提言が大きなターニングポイントだと思います。

この提言を契機として環境定量目標など河川環
境への取り組みがより具体的に動き出しています。
研究者の中でもさまざまなご意見があるとは思い
ますが、やはり治水と同等に扱えるような具体的
な目標・指標がないと実質的な取り組みが進まな
い、そういう危機感を踏まえた画期的な提言だと
思います。

このような取り組みが進められてはじめて、ニー
ズに応じたさらなるデータの蓄積や取り組み事例
の積み重ねが進み、技術的な発展が促される、な
により現場の技術者の川を見る目が防災一辺倒で
はなく確実に変わっていく、そういう上向きのムー
ブメントにつながることを期待しています。

提言は環境への取り組みが防災に遅れて大きく
後手にまわっているのではないか、との危機感か
ら河川生態などの研究者の皆さんが声を上げてい
ただき、それに河川行政が応えてくれた結果であ
り非常に大きなステップです。リバーフロント研
究所としても、技術開発、データ、普及啓発など
多方面からこの取り組みをサポートしていきたい
と考えています。

一方で、まだまだ学術的にも技術的にも未解明・
未開発の部分が多くあります。生息場と生物の応
答の関係は？　流況・土砂動態など川の営力をど
う評価する？　流域としての生態系ネットワーク
にどう取り組む？　水温など地球温暖化の影響は
どうなる？　見試し・モニタリング・手直しといっ
た順応的管理をどう進める？　などなど様々な課
題が現実の問題としてありますが、まずは動き出
してみる、知恵を出し合って前に進めてみること
が大事だと思います。

「RIVER FRONT」においても、そうした新しい
チャレンジングなテーマを積極的に取り上げてい
きたいと思います。

今回の特集ではそのことを踏まえて、第一線の
研究者の皆様にも自由に語っていただきました。
尽きない課題、でもだからこそやり甲斐があって
楽しい、進むべき未来を想像してワクワクする、
本当にいい川とその自然環境を守り再生していく
ためのヒントを出し合おう、そういった熱気を読
者の皆様にもお伝えできたらと思います。

発刊100号に寄せて
代表理事　塚原　浩一

（本稿は、令和7年8月12日に座談会を行い、紙上
スペースの関係で、編集部の責任により編集したも
のです。）

【事務局】　本日は、お集まりいただきましてありが
とうございます。これより、『RIVER FRONT』100
号記念の座談会を開催いたします。
今回の座談会は、河川に関わる研究にこれまで携

わってきて、いろいろな考えをお持ちであるシニア
チーム（と、若手チームそれぞれの方々にお話を聞
く機会を設けております。本日は三橋講師、森セン
ター長、久加准教授、小山助教の４人に集まってい
ただきました。みなさまが今、どのようなことにつ
いて研究されているかというところと、その研究に
関して、河川行政やリバーフロント研究所に求める
ことなどをお話しいただければと思っております。

よろしくお願いいたします。
では、最初に、当方の代表であります塚原から一

言、あいさつをさせていただきます。
【塚原】　塚原でございます。一昨年来ぐらいから、
河川行政のほうがかなり踏み込んだ取り組みをしよ
うということになってきていて、三橋先生もそうで
すし、森センター長にも大変、ご尽力いただいてい
るところですが、まだまだ、これから越えていかな
ければいけない課題もたくさんあるということで、
もちろんこれまでの歩みというのも大事ですけれ
ども、皆さん方それぞれの立場で、河川行政であっ
たり、あるいはリバーフロント研究所の取り組みで
あったり、そういったところにどういうことを期待
するのか、望むのかというところから、ぜひ忌憚な
く、ご意見いただけるとありがたいなと思います。
今、国交省の河川環境課を中心にして、頑張って

いろいろな取り組みを進めようとしてもらってい
るわけですけど、その一つのきっかけは、河川生態
などの研究者の皆さんに危機感を持って声を上げ
ていただいたということが非常に大きくて、その流
れの中で、さらにどういうことを進めていくのかと
いうことを、我々も、国交省全体、水管理・国土保
全局としても、走りながら考えているところであり
ます。
特にこの分野は、まだ技術的に未開発というので

しょうか、定まっていないところがたくさんありま
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